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学
校
教
育
、
生
涯
学
習
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
は
何
か
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
、
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
は
、
体
を
動
か
す
と
い

う
人
間
の
本
質
的
な
欲
求
に
応
え
、

精
神
的
に
も
達
成
感
や
楽
し
さ
な

ど
を
与
え
る
と
と
も
に
、
健
康
の

増
進
や
体
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

児
童
生
徒
に
と
っ
て
は
人
間
形
成

に
大
き
く
影
響
を
与
え
、
心
身
両

面
に
わ
た
る
健
全
な
発
達
に
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
生
涯
学
習
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
の
意
義
は
、
ス
ポ
ー
ツ
は

多
様
な
意
義
を
持
っ
て
お
り
、
特

に
現
代
社
会
で
は
、
生
活
の
利
便

化
な
ど
に
よ
り
運
動
不
足
に
陥
り

や
す
い
生
活
環
境
に
な
っ
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
り
意
識
的
に
身
体

を
動
か
す
こ
と
が
日
常
の
生
活
に

不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。
日
常
生

活
の
中
で
主
体
的
に
、
ま
た
継
続

的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
に

よ
り
、
仲
間
や
家
族
と
の
触
れ
合

い
を
図
り
な
が
ら
、
健
康
で
積
極

的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
形
成
で

き
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
は
生
き
が
い

づ
く
り
の
面
か
ら
も
大
事
な
も
の

で
特
に
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

持
ち
、
老
後
を
い
か
に
健
康
で
豊

か
に
過
ご
し
て
い
く
か
と
い
う
観

点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
は
さ

ま
ざ
ま
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
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全
国
大
会
出
場
や
日
本
代
表

な
ど
、
町
内
の
活
躍
し
て
い
る
選
手

や
団
体
へ
の
激
励
と
黒
潮
町
の
誇
り

を
兼
ね
て
、
懸
垂
幕
や
横
断
幕
を
掲

げ
た
り
、
祝
金
の
制
度
を
作
っ
て
は

ど
う
か
。

　

学
校
で
部
活
動
等
に
打
ち
込
み
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る
生
徒

や
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
で
顕
著
な

活
躍
を
さ
れ
て
い
る
町
民
の
方
々

を
激
励
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

出
場
に
際
し
て
横
断
幕
や
懸
垂
幕

を
掲
げ
る
こ
と
は
、
祝
福
を
受
け

た
選
手
自
身
の
大
き
な
励
み
に
も

な
る
。

　

町
や
教
育
委
員
会
で
、
こ
れ
ま

で
こ
う
い
っ
た
対
応
を
取
っ
て
い

な
か
っ
た
の
は
、
現
実
的
に
非
常

に
多
く
の
検
討
を
す
べ
き
課
題
が

あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。

町
民
の
方
々
に
説
明
で
き
る
明
確

な
基
準
と
問
題
が
ク
リ
ア
で
き
る

よ
う
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

生
徒
数
減
少
に
よ
る
部
員
不

足
が
見
え
て
く
る
。
今
後
、
町
内

の
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
ど
う

い
う
方
向
で
い
く
か
強
化
も
含
め

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

佐
賀
中
学
校
も
大
方
中
学
校
も
、

部
員
不
足
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
生
徒
数
の
減
少
は
教

職
員
数
の
減
少
に
も
つ
な
り
、
専

門
の
指
導
者
の
確
保
と
い
っ
た
面

で
も
課
題
が
あ
る
。
保
護
者
か
ら

は
具
体
的
な
話
は
ま
だ
出
て
い
な

い
が
、
今
後
は
、
部
の
数
を
少
な

く
し
て
い
く
こ
と
や
、
連
合
チ
ー

ム
の
結
成
な
ど
も
含
め
て
、
学
校

と
保
護
者
間
で
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

　

ま
た
、
部
活
動
の
強
化
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
方
か
ら
、
部
活

動
を
指
導
で
き
る
教
職
員
を
望
む

声
も
あ
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の

部
活
動
に
そ
う
い
っ
た
教
職
員
を

配
置
す
る
こ
と
は
現
実
問
題
困
難

で
あ
り
、
外
部
コ
ー
チ
を
導
入
す

る
等
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
で
協
議
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
る
と
思
う
。
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本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
何
人

の
女
性
が
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
か
。
接
種
後
に

体
調
異
常
を
訴
え
た
方
は
い
な
い

か
。
ま
た
、
国
か
ら
く
る
助
成
金

の
一
人
当
た
り
の
費
用
と
、
総
額

は
い
く
ら
か
。

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
子

宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予

防
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
が
、
こ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
国
の
補
助
で
平

成
23
年
１
月
か
ら
、
13
歳
以
上
18

歳
ま
で
の
女
子
を
対
象
に
無
料
で

実
施
中
で
あ
る
。
接
種
者
数
は
平

成
22
年
度
が
、
対
象
者
数
３
２
８

人
中
36
人
で
接
種
率
11
％
、
平
成

23
年
度
は
３
４
４
人
中
２
９
７
人

で
86
・
３
％
、
平
成
24
年
度
は
86

人
中
45
人
で
52
・
３
％
、
本
年
度

は
７
月
末
で
の
対
象
者
67
人
中
６

人
で
、
接
種
率
は
９
％
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
本
町
の
接
種
者
総

計
は
延
べ
３
８
４
人
と
な
っ
て
い

る
。

　

県
下
で
は
接
種
対
象
者
79
％

（
約
２
２
０
０
０
人)

が
実
施
し

て
お
り
、
接
種
後
に
副
反
応
で
体

調
に
異
常
を
来
し
た
と
い
う
報
告

は
本
町
で
は
、
未
だ
な
い
。

　

ま
た
、
国
か
ら
の
助
成
金
は
、

一
人
当
た
り
５
万
円
ほ
ど
で
あ

る
。

　
　

現
時
点
で
は
、
副
反
応
の
訴

え
は
無
い
よ
う
で
あ
る
が
、
接
種

後
２
年
も
過
ぎ
て
、
急
に
激
し
い
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症
状
が
出
て
、
絶
望
の
淵
に
立
た

さ
れ
て
い
る
女
子
や
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
も
い
る
。

　

専
門
家
の
話
で
は
、
こ
の
ワ
ク

チ
ン
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
十
倍
も
の
副
反
応
が

出
現
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

去
年
の
子
宮
頸
が
ん
で
の
死
亡

者
は
国
内
で
２
７
０
０
人
、
大
半

が
30
か
ら
80
歳
代
の
年
齢
で
あ

る
。

　

少
な
く
と
も
、
平
成
20
年
ま
で

の
過
去
40
年
間
に
、
子
宮
頸
が
ん

が
原
因
で
亡
く
な
っ
た
10
代
の
少

女
は
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死

亡
者
は
一
人
も
い
な
い
。
ま
た
、

予
防
効
果
は
、
最
長
で
も
８
・
４

年
間
で
あ
る
。

　

子
宮
頸
が
ん
発
症
の
原
因
を
考

え
れ
ば
、
必
要
な
の
は
リ
ス
ク
の

高
い
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
は
な
く
、
家
庭
や
学
校
等
で
の

異
性
間
交
友
関
係
の
モ
ラ
ル
の
高

揚
で
あ
る
。

　

最
終
的
に
接
種
の
可
否
を
決
め

る
の
は
、
本
人
と
そ
の
保
護
者
で

あ
る
。

　

執
行
部
は
住
民
に
対
し
て
、
適

切
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
、
正
確

な
情
報
と
デ
ー
タ
を
明
示
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、

色
々
な
副
反
応
が
報
告
さ
れ
、
厚

生
労
働
省
も
、
専
門
家
会
議
の
中

で
、
現
在
、
こ
の
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て
、

中
止
す
る
ほ
ど
の
危
険
性
、
リ
ス

ク
は
高
く
な
い
と
い
う
判
断
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、
副
反
応
な
ど

の
報
告
が
あ
り
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
な
接
種
を
控
え
る
と
い
う
取

扱
い
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
、
黒
潮
町
に
お
い
て
も
、
対
象

者
へ
の
ハ
ガ
キ
な
ど
に
よ
る
個
別

の
接
種
案
内
に
つ
い
て
は
送
付
し

て
い
な
い
が
、副
反
応
の
調
査
は
、

継
続
し
て
い
る
。今
後
の
対
応
は
、

国
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
対
処
し

て
い
く
。

　

町
民
に
対
し
て
の
情
報
は
、
厚

生
労
働
省
作
成
の
、
ワ
ク
チ
ン
に

関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
利
用
し

て
い
く
。

小永　正裕  議員
お なが まさひろ


